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122 論　文
と化した魔女像だったのではないか。それは「常識」であるだけに漠然としていてその中
身を深く問われることはない。定義することも難しい。その淵源は多くを知識人の悪魔学
に負っているだろうが，それだけに素人には深入りできない難しいテーマだった筈である。
犯罪概念としての魔女観念は常識であるが故に誰も反対できないが，実は誰も深くは理解
していない，在地司法の担い手たちの間ではそうしたものとして広まっていったのではな
いか。
普及していた犯罪概念としての魔女観念は，端的には魔女のサバトに代表される集団的
悪魔礼拝と陰謀組織，空中飛行，個人や共同体を攻撃する害悪魔術といったものの複合体
である。それは神と人間の共同体からの離反という信仰犯罪と実害をもたらす世俗犯罪を
併せ持っている。こうした複合体としての魔女観念を受け入れている都市司法の担い手た
ちは，しかしながらそれらすべての要素を一々忠実に考慮していたわけではなかった。彼
らは都市の実情に合わせてそれを選択的に適用していたのである。都市の支配構造にとっ
て切迫感の薄い要素はおざなりに帳尻合わせの材料として扱われ，本来の彼らの関心，つ
まり個別害悪魔術の解明に集中した。そこでは神の秩序からの離反，共同体全体への悪魔
的な策謀という世界観的要素は背景に退いている。
8.　おわりに
魔女観念は様々な部分要素を組み合わせたものであり，一括してこれを信じるのか，ど
の程度信じるかといったものではない。すべての要素が首尾一貫した論理で繋がれている
わけではなく，部分的に脱落したりつけ加わったり，入れ替えも可能な観念複合体だと言
える。帝国都市は複合観念としての魔女像を受け入れ，枠組みとして利用した限りで，通
常の感覚では説明のつかない不可思議な災厄を魔女の仕業として解釈する素地が存在し
た。その限りで帝国都市には魔女迫害はいつ起こっても不思議ではないし，実際にも迫害
を経験している。しかし精神的な罪を基調とした組織犯罪としての魔女像の影が薄かった
ことは，連鎖的迫害に対するブレーキの役割を果たしている。十都市同盟の諸都市が概ね
比較的穏やかな迫害に留まっていた理由もこれで説明できるだろう。そしてこうした穏や
かな態度は魔女と悪魔についての先鋭な理論闘争を経た結果ではなく，むしろ日常生活に
密着した経験的合理性から来るものだったように思われる。悪魔学の言説を生真面目に受
け取っていたらしいシュレットシュタットでは，文献知識も何がしかの役割を果たしたで
あろう。ただ市の指導層の悪魔学的見識については未解明の部分が大きい。迫害の時系列
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的パターンと考え合わせると，外部との情報交換，それによる態度形成という側面はやは
り無視できないように思われる。
エリートの洗練された魔女言説と魔女迫害の実相とをつなぐという最初の問いに戻る
と，本稿ではもとよりこの困難な課題に答えることはできていない。対象も帝国都市とい
う環境に限定され，また調査も依然続行中である。本文に掲げた統計も現時点でのもので
あり，今後変わる可能性がある。ただ魔女迫害の現場の側に着目すると，魔女観念は現場
の実情に合わせた変容を被っていたのだということは大枠で主張してよいと思う。
